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諸事項の紹介
。愛知大塑設立趣意書
愛知大事設立趣意書こ九四六年十一月五日創立）
我自本ハ袋期ニ豆ル今噛抗戦準ニ依田
T物質的精神的ニ紫廠セシメラレ、殊ニ其
結果ハ惨傷タル敗戦ヲ招キ、
E
－一横波ノ危機二立ツト去フモ過言デハナィ。
今斯ル績滋ヲ菟レントスルナラパ、事ヲシテ益ニ到ラシメタル奮キ日窓
JH
隅
レル指縛ト積弊トヲ一機シ、新シキ日本トシテ更生スルノ遭ヲ掃プ外ナイノデアル．建ニ新日本ノ進ムベキ方向ハ奮来ノ軍園主義的、侵略主義的等ノ筒傾向ヲ一榔シ、駐曾的存在ノ金範域ニ一回一ツテ民主主義ヲ賓現シ自ラヲ文化、逝義、卒和ノ新園家トシテ再建スルコト 依リ世界
J
一員トシテ、世界文化ト平和ニ貢献
シ得ル如キモノタラントスル デナケレパナラナイ・新ノ如キ我日本ノ シキ出品開ニ際シテ、曾爾解決ヲ要スル諸種
J問題山積ス
ルト滋モ就中田串問、思想、文化ヲ旺ニ奥シ、教養アル有震ノ人材ヲ養成スルコトハ、其急軍備ニシテ最モ基礎的ナルモノ、一・ト言フベ デアラウ・我等相銀ツテ慈ニ愛知大摩ヲ股立セントス 所以ハ、寅 斯ル客観的要翁ニ呼廠スルモノニシテ、－宮ヲ以テ之ヲ怨へハ世界卒和
Z寄奥スベキ日本人文ノ興隆ト官官盛岡ナ
ル人材ノ養成ト去フ肱
Z鐙キルノデアル・併シナガラコノ時二積り、強定スル
如キ地方ニ続テ本大甥ヲ閥段セントス ニ就テハ白ラ特殊ノ意義ト使命モ亦幅削シトシナイ、卸チ第一、二本大田寧ノ所在地ハ之ヲ中部
B本ノ一地方銀市〈愛知懸型織布）ニ置
クノデアルガ、英ノ理由 割引今我留 於 感悶文化ノ興隆 計ランガ鳥メニハ英大幅静市ヘノ偏置集積ヲ捗シ地方分散コソ望マントノ趣旨ヲ活力サ トスル含蓄ニ外ナラナィ、周知
J如ク名古嵐官叩ヲ中心トスル中部日本エハ朱ダ法文科系
ノ大祭ヲ見ザルトコロ 此地方ニ 新ル文化機関
J設置ヲ要盟スルコト切ナル
モノガアル、愛知大田牢ハ此ノ要望 慮へ察関
J研究ヲ庭ニスルト共ニ周囲へノ
文化的影響ヲアラシメン ス モノデアル・第二、世界文化ト平和エ寄拠スヘキ新日本ノ建般ニ遁スル人材ハ園際的教養ト親野ヲ持ツコト最モ必要ナル資格ノ一ト思惟セラル、穆情－－鑑ミ 本大畢シテハ一位鈎翠問ノ基礎ノ上－－各国政治経潰文化
J研究ニ重勘ヲ置ク科目ヲ殺
ケ之ヲ必須科目トシ悶ハパ図際文化大事 如キ性格 共ノ一一特徴タラ メスル愈園ヲ有スルモノデアル、斯
J如キ大事ハ我国ノ宋ダ有セザルトコロ・本事
ハ此ノ勘－一新機軸 創始セントスルモノ ・恵三第三、
Z本大串ハ第一年度＝鈴テ漁科会問牢級ヲ第二年度ニ於テ製部会準隼ヲ
一時二関設シ以テ中部日本出身皐徒〈男女〉
J遠隔ノ地－－
eプ者－－シテ時局乍
就準不便ノ錆メ”畢セン スル者ノ要望ニ障問スルト共ニ外地ノ大師事専門穆校二在籍スル察後ノ”入穆ノ図録ヲモ緩和 デアル 外 引鍋畢後ハ現下値明人事国態ナル穆組問ノ下ニ苦悩シッ、 ノミ ズ比般的三国際的相官僚慾庖盛ナルヲ以テ之ヲ本国軍ニ牧容シ思想的接間的ニ再教育ス コ 又本田牢ノ性格＝相騒ハシキ一伝務ト思料セラル、モノデアル・以よノ踏見地ヨリ我等ハ微力ヲモ廟ミズ蕊ニ愛知大謬設立ノ犠ニ出テントス、我等ノ鈍愈ガ各方向ニ珍－
T正シク理解セラレ、此企図ニ針シテ支援ト綬縫
ヲ輿ヘラレンコトヲ念願シテ止マ イ次第デアル・
383 
